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平成 23 年度 連携実績の報告 

平成 20年 6月に医療連携室を設置してから、4年半近くが経過しました。現在では、９0 名の先生に

協力医としてご登録いただき、少しずつではありますが、患者さんの紹介・逆紹介といった連携を進めさ

せていただいています。今号では、平成 23 年度の医療連携実績について報告いたします。 

 

【紹介状況】 

 紹介人数は 130 名で、前年度比

27 名（26.2%）増でした。歯科医療

機関からの紹介は前年度とほぼ同様、

協力医からの紹介割合も 5.0%でし

たが、医科医療機関からの紹介が著し

く伸びています。近年、医科医療機関

からの機能療法を目的とした紹介が

増加傾向にあり、特に摂食指導のニー

ズが高くなっています。 

【逆紹介状況】 

 逆紹介人数は 120 名で、前年度比

11 名（10.1%）増でした。外科処置

や全身疾患管理を要する歯科治療を

高次医療機関へ依頼する例、定期健診

等を歯科診療所へ依頼する例が多く

みられました。協力医への逆紹介割合

は、患者さんの居住地の関係等により

11.7％にとどまり、前年度 19.3% 

より減少となりました。 

【返送状況】 

 返送人数は２5 名で、前年度より３

名（10.7%）の減、協力医への返送

割合は4.0%でした。当センターでは、

依頼された処置が終了した際は、患者

さんを紹介元に返送しています。 

都内の口腔保健センターや病院歯

科へ返送したケースは、ほぼ全身麻酔

による処置終了によるものでした。 

 

当センターでは、今後も障害のある方が、より良い歯科診療を、より良い環境で安心して受けることが

できるよう、協力医の先生をはじめとした各医療機関との連携の推進に努めてまいりますので、患者さん

のご紹介・逆紹介等、今後ともご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

東京都立心身障害者口腔保健センター 

 連 携 だ よ り   ８号    平成２４年１２月 



平成 24 年度歯科医師・歯科医療関係者集団研修会から 

4 月 15 日（日）開催 「安全・快適な歯科診療と医療事故を考える」 

講師：三代冬彦先生（日本歯科大学附属病院副院長） 

 平成 19 年に施行された第 5次改正医療法により、地域歯科医療機関を含めたすべての医療機関におい

て、医療安全の確保に関する指針の作成とその実施が義務付けられました。 

 今回は「歯科外来診療環境体制」に準拠した研修会として、医療現場での現状と医療事故、診療室での

必要な医療安全管理についてお話いただきました。

 

【抜歯関連の事故について】 歯科治療における事故の中で、抜歯に関連するケースが多くみられます。 

具体的には、①術後感染、②薬物アレルギー、③誤抜歯、④後出血、⑤知覚異常、などが挙げられます。 

その中でも特に知覚異常は症状が遷延化することも多く、時間の経過とともに治癒経過も長くなることか

ら、症状がみられた場合に経過観察ではなく、早期の対応（専門医療機関への紹介等）が重要です。 

【診療時の誤嚥について】 異物による誤嚥は、時に窒息として生命にもかかわることがあります。誤嚥

時には①異物の所在（食道か気管か）確認、②安静を保って外科医の指示を仰ぐ、③異物と同様のものを

外科医に提示することで、異物の位置確認を容易にする、ことが必要です。仮に修復物などが口腔内に落

下した際にも、決してピンセットなどで取らずに、患者の顔を横に向け患者自身に吐き出させます。 

【救急蘇生について】 多くの診療室に AED が設置されていますが、心停止後の除細動開始のタイミン

グは、患者さんの社会復帰率を左右します。少なくとも日ごろからの定期的な訓練を行うとともに、機器

の点検が定期的、かつ適正に行われているか医療機器管理が求められます。 

【感染制御について】感染制御は、伝幡の要素である①感染源、②感染経路、③感受性のある宿主、を

断つことです。いちばんの基本は診療室における手洗いですが、最近ではアルコールを基材とする速乾性

手指消毒薬が販売されており、物理的な手指洗浄の後に確実に刷り込むようにして使用することで、付着

菌を短時間で確実に減少することが期待できるとのことでした。 

【患者-スタッフ関係について】 診療室内でのトラブルは、患者-スタッフ関係に由来することも少な

くありません。スタッフ一人一人がコミュニケーション能力を向上させることによって、互いの関係を構

築し、「安全 ＋ 信頼 → 安心」の関係の必要性をお話しされました。 

 

医療連携協力医研修会開催のお知らせ 

今年度も医療連携協力医研修会を下記の日程で開催いたします。当研修会は、協力医の先生以外にも、 

口腔保健センターや当センターへの紹介歴のある歯科医療機関の先生・歯科衛生士さんのご参加も歓迎い

たします。地域の先生方、スタッフの方々との顔の見える関係づくりも兼ねた有意義な研修会にしてまい

りたいと思っておりますので、ぜひご参加いただきますよう、心よりお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（「連携だより」に関するお問い合わせは）  東京都立心身障害者口腔保健センター・医療連携室 

TEL（０３）３２３５－１１４１（代）/ FAX（０３）３２６９－１２１３ 

URL http://www.tokyo-ohc.org 

・テーマ：「フォローアップ研修のお知らせ」 

「障害者歯科における保険点数のワンポイント」 

・講 師：当センター教育研修・情報管理室長 山口さやか 

       当センター診療部長 重枝昭広 

・日 時：平成 25 年 2月 21 日（木） 19：00～20：15 

    ・場 所：当センター8 階研修室 

・対 象：当センター協力医及び協力医療機関に勤務する歯科衛生士 他 

※申し込み方法等詳細につきましては、後日ホームページ等にてお知らせいたします。 

 

 

http://www.tokyo-ohc.org/

